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【手続補正書】
【提出日】平成31年1月17日(2019.1.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式Ｉ：

【化１７４】

の化合物、または式Ｉの薬学的に許容される塩であって、式中、
ＲＡが、
【化１７５】

、またはＹＲＣＲＤＲＥであり、
ＲＢが、ＸＲ１Ｒ２Ｒ３であり、
Ｗが、Ｎ、ＣＨ、またはＣＲｑであり、
Ｙが、Ｃ、Ｏ、Ｓ、及びＮから選択されるが、但し、（１）ＹがＮであるとき、ＲＣ、Ｒ
Ｄ、及びＲＥのうちの１つが不在であり、ＲＣ、ＲＤ、及びＲＥのうちの残りの２つが両
方とも水素ではなく、かつ（２）ＹがＯまたはＳであるとき、ＲＣ、ＲＤ、及びＲＥのう
ちの２つが不在であり、ＲＣ、ＲＤ、及びＲＥのうちの残りの１つが水素ではないことを
条件とし、
ＲＣ、ＲＤ、及びＲＥが、各々独立して、水素；直鎖もしくは分岐鎖Ｃ１－６脂肪族（前
記Ｃ１－６脂肪族の１つまたは２つのメチレン単位が、任意にかつ独立して、Ｏ、Ｓ、Ｓ
（Ｏ）、Ｓ（Ｏ）２、またはＮ（Ｒ２５）で置き換えられる）；（ＣＨ２）ｑ－６～１０
員アリール；（ＣＨ２）ｒ－３～１０員環状脂肪族；窒素、酸素、及び硫黄から独立して
選択される１～５個のヘテロ原子を有する（ＣＨ２）ｘ－４～１０員複素環、ならびに窒
素、酸素、及び硫黄から独立して選択される１～５個のヘテロ原子を有する（ＣＨ２）ｂ

－５～１０員ヘテロアリールから選択され、前記Ｃ１－６脂肪族、アリール、環状脂肪族
、複素環、及びヘテロアリールが任意に、１つ以上のＲｅで置換され、
Ｘが、ハロゲン、Ｃ、Ｏ、Ｓ、及びＮから選択されるが、但し、（１）ＸがＮであるとき
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、Ｒ１、Ｒ２、及びＲ３のうちの１つが不在であり、（２）Ｘがハロゲンであるとき、Ｒ
１、Ｒ２、及びＲ３が不在であり、かつ（３）ＸがＯまたはＳであるとき、Ｒ１、Ｒ２、
及びＲ３のうちの２つが不在であり、Ｒ１、Ｒ２、及びＲ３のうちの残りの１つが水素で
はないことを条件とし、
Ｒ１、Ｒ２、及びＲ３が、各々独立して、水素；直鎖もしくは分岐鎖Ｃ１－６脂肪族（前
記Ｃ１－６脂肪族の１つまたは２つのメチレン単位が、任意にかつ独立して、Ｏ、Ｓ、Ｓ
（Ｏ）、Ｓ（Ｏ）２、またはＮ（Ｒ１９）で置き換えられる）；（ＣＨ２）ｓ－６～１０
員アリール；（ＣＨ２）ｔ－３～１０員環状脂肪族；窒素、酸素、及び硫黄から独立して
選択される１～５個のヘテロ原子を有する（ＣＨ２）ｕ－４～１０員複素環、ならびに窒
素、酸素、及び硫黄から独立して選択される１～５個のヘテロ原子を有する（ＣＨ２）ｐ

－５～１０員ヘテロアリールから選択され、前記Ｃ１－６脂肪族、アリール、環状脂肪族
、複素環、及びヘテロアリールが任意に、１つ以上のＲｋで置換されるか、
あるいは、ＸがＣまたはＮであるとき、Ｒ１、Ｒ２、及びＲ３のうちのいずれか２つが、
それらが結合する前記原子Ｘと一緒になって、窒素、酸素、及び硫黄から独立して選択さ
れる１～５個のヘテロ原子を有する４～１０員複素環、ならびに３～１０員環状脂肪族か
ら選択される環を形成し、前記環が任意に、１つ以上のＲｂで置換されるか、
あるいは、ＸがＣであるとき、Ｒ１、Ｒ２、及びＲ３が、それらが結合する前記原子Ｘと
一緒になって、窒素、酸素、及び硫黄から独立して選択される１～４個のヘテロ原子を有
する５～１０員ヘテロアリール、ならびに６～１０員アリールから選択される環を形成し
、前記環が任意に、１つ以上のＲｂで置換されるか、
あるいは、ＸがＮであるとき、Ｒ１、Ｒ２、及びＲ３が、それらが結合する前記原子Ｘと
一緒になって、窒素、酸素、及び硫黄から独立して選択される１～５個のヘテロ原子を有
する５～１０員ヘテロアリール環を形成し、前記環が任意に、１つ以上のＲｂで置換され
、
【化１７６】

が、窒素、酸素、及び硫黄から独立して選択される０～３個のヘテロ原子を有する３～７
員飽和、部分不飽和、及び芳香族単環式環、ならびに窒素、酸素、及び硫黄から独立して
選択される０～５個のヘテロ原子を有する８～１０員飽和、部分不飽和、及び芳香族単環
式環から選択される環であり、
Ｒａの各出現が、独立して、直鎖もしくは分岐鎖Ｃ１－６脂肪族及びＺ１－Ｒ８から選択
されるか、
あるいは、２つのＲａが、それらが結合する原子（複数可）と一緒になって、窒素、酸素
、及び硫黄から独立して選択される１～５個のヘテロ原子を有する４～１０員複素環、な
らびに３～６員環状脂肪族から選択される環を形成し、前記環が任意に、１つ以上のＲｐ

で置換され、
Ｒｐの各出現が、独立して、ＣＮ、ＣＨ３、ＣＦ３、ＣＨ２Ｆ、ＣＦ２Ｈ、ＮＨ２、ＮＨ
（直鎖もしくは分岐鎖Ｃ１－３脂肪族）、Ｎ（直鎖もしくは分岐鎖Ｃ１－３脂肪族）２、
ＯＨ、ハロゲン、ＯＣＨ３、ＯＣＦ３、ＯＣＨ２Ｆ、ＯＣＦ２Ｈ、Ｏ（直鎖もしくは分岐
鎖Ｃ２－３脂肪族）、及び直鎖もしくは分岐鎖Ｃ２－３脂肪族から選択され、前記Ｃ２－

３脂肪族が任意に、１つ以上のＦで置換され、
Ｚ１の各出現が、独立して、直接結合、Ｃ１－３アルキレン鎖、Ｏ、Ｎ（Ｒ１６）、Ｓ、
Ｓ（Ｏ）、Ｓ（Ｏ）２、Ｃ（Ｏ）、ＣＯ２、Ｃ（Ｏ）ＮＲ１６、Ｎ（Ｒ１６）Ｃ（Ｏ）、
Ｎ（Ｒ１６）ＣＯ２、Ｓ（Ｏ）２ＮＲ１６、Ｎ（Ｒ１６）Ｓ（Ｏ）２、ＯＣ（Ｏ）Ｎ（Ｒ
１６）、Ｎ（Ｒ１６）Ｃ（Ｏ）ＮＲ１６、Ｎ（Ｒ１６）Ｓ（Ｏ）２Ｎ（Ｒ１６）、及びＯ
Ｃ（Ｏ）から選択され、前記アルキレン鎖が任意に、１つ以上のＲｈで置換され、
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Ｒｈの各出現が、独立して、ＣＮ、ＣＨ３、ＣＦ３、ＣＨ２Ｆ、ＣＦ２Ｈ、ＯＨ、ハロゲ
ン、ＯＣＨ３、ＯＣＦ３、ＯＣＨ２Ｆ、ＯＣＦ２Ｈ、Ｏ（直鎖もしくは分岐鎖Ｃ２－３脂
肪族）、及び直鎖もしくは分岐鎖Ｃ２－３脂肪族から選択され、前記Ｃ２－３脂肪族が任
意に、１つ以上のＦで置換され、
Ｒｂの各出現が、独立して、直鎖もしくは分岐鎖Ｃ１－６脂肪族及びＺ２－Ｒ６から選択
されるか、
あるいは、２つのＲｂが、それらが結合する原子（複数可）と一緒になって、窒素、酸素
、及び硫黄から独立して選択される０～３個のヘテロ原子を有する３～７員飽和、部分不
飽和、または芳香族単環式環を形成し、前記環が任意に、１つ以上のＲｃで置換され、
Ｒｃの各出現が、独立して、直鎖もしくは分岐鎖Ｃ１－６脂肪族、ＣＦ３、ＣＦ２Ｈ、Ｃ
Ｈ２Ｆ、ハロゲン、ＯＲ１２、（ＣＨ２）ｖ－Ｃ（Ｏ）Ｒ９、及び（ＣＨ２）ｗ－ＮＲ１

０Ｃ（Ｏ）Ｒ１１から選択され、
Ｚ２の各出現が、独立して、直接結合、Ｃ１－３アルキレン鎖、Ｏ、Ｎ（Ｒ１７）、Ｓ、
Ｓ（Ｏ）、Ｓ（Ｏ）２、Ｃ（Ｏ）、ＣＯ２、Ｃ（Ｏ）ＮＲ１７、Ｎ（Ｒ１７）Ｃ（Ｏ）、
Ｎ（Ｒ１７）ＣＯ２、Ｓ（Ｏ）２ＮＲ１７、Ｎ（Ｒ１７）Ｓ（Ｏ）２、ＯＣ（Ｏ）Ｎ（Ｒ
１７）、Ｎ（Ｒ１７）Ｃ（Ｏ）ＮＲ１７、Ｎ（Ｒ１７）Ｓ（Ｏ）２Ｎ（Ｒ１７）、及びＯ
Ｃ（Ｏ）から選択され、前記アルキレン鎖が任意に、１つ以上のＲｉで置換され、
Ｒｉの各出現が、独立して、ＣＮ、ＣＨ３、ＣＦ３、ＣＨ２Ｆ、ＣＦ２Ｈ、ハロゲン、Ｏ
Ｈ、ＯＣＨ３、ＯＣＦ３、ＯＣＨ２Ｆ、ＯＣＦ２Ｈ、Ｏ（直鎖もしくは分岐鎖Ｃ２－３脂
肪族）、及び直鎖もしくは分岐鎖Ｃ２－３脂肪族から選択され、前記Ｃ２－３脂肪族が任
意に、１つ以上のＦで置換され、
Ｒｋの各出現が、独立して、直鎖もしくは分岐鎖Ｃ１－６脂肪族及びＺ３－Ｒ２３から選
択され、
Ｚ３の各出現が、独立して、直接結合、Ｃ１－３アルキレン鎖、Ｏ、Ｎ（Ｒ２４）、Ｓ、
Ｓ（Ｏ）、Ｓ（Ｏ）２、Ｃ（Ｏ）、ＣＯ２、Ｃ（Ｏ）ＮＲ２４、Ｎ（Ｒ２４）Ｃ（Ｏ）、
Ｎ（Ｒ２４）ＣＯ２、Ｓ（Ｏ）２ＮＲ２４、Ｎ（Ｒ２４）Ｓ（Ｏ）２、ＯＣ（Ｏ）Ｎ（Ｒ
２４）、Ｎ（Ｒ２４）Ｃ（Ｏ）ＮＲ２４、Ｎ（Ｒ２４）Ｓ（Ｏ）２Ｎ（Ｒ２４）、及びＯ
Ｃ（Ｏ）から選択され、前記アルキレン鎖が任意に、１つ以上のＲｎで置換され、
Ｒｎの各出現が、独立して、ＣＮ、ＣＨ３、ＣＦ３、ＣＦ２Ｈ、ＣＨ２Ｆ、ハロゲン、Ｏ
Ｈ、ＯＣＨ３、ＯＣＦ３、ＯＣＨ２Ｆ、ＯＣＦ２Ｈ、Ｏ（直鎖もしくは分岐鎖Ｃ２－３脂
肪族）、及び直鎖もしくは分岐鎖Ｃ２－３脂肪族から選択され、前記Ｃ２－３脂肪族が任
意に、１つ以上のＦで置換され、
Ｒｅの各出現が、独立して、直鎖もしくは分岐鎖Ｃ１－６脂肪族及びＺ４－Ｒ２２から選
択され、
Ｚ４の各出現が、独立して、直接結合、Ｃ１－３アルキレン鎖、Ｏ、Ｎ（Ｒ２０）、Ｓ、
Ｓ（Ｏ）、Ｓ（Ｏ）２、Ｃ（Ｏ）、ＣＯ２、Ｃ（Ｏ）ＮＲ２０、Ｎ（Ｒ２０）Ｃ（Ｏ）、
Ｎ（Ｒ２０）ＣＯ２、Ｓ（Ｏ）２ＮＲ２０、Ｎ（Ｒ２０）Ｓ（Ｏ）２、ＯＣ（Ｏ）Ｎ（Ｒ
２０）、Ｎ（Ｒ２０）Ｃ（Ｏ）ＮＲ２０、Ｎ（Ｒ２０）Ｓ（Ｏ）２Ｎ（Ｒ２０）、及びＯ
Ｃ（Ｏ）から選択され、前記アルキレン鎖が任意に、１つ以上のＲｔで置換され、
Ｒｔの各出現が、独立して、ＣＮ、ＣＨ３、ＣＦ３、ＣＦ２Ｈ、ＣＨ２Ｆ、ハロゲン、Ｏ
Ｈ、ＯＣＨ３、ＯＣＦ３、ＯＣＨ２Ｆ、ＯＣＦ２Ｈ、Ｏ（直鎖もしくは分岐鎖Ｃ２－３脂
肪族）、及び直鎖もしくは分岐鎖Ｃ２－３脂肪族から選択され、前記Ｃ２－３脂肪族が任
意に、１つ以上のＦで置換され、
Ｊが、直接結合；直鎖もしくは分岐鎖Ｃ１－６脂肪族から選択され、Ｊの１つまたは２つ
のメチレン単位が、任意にかつ独立して、Ｏ、Ｓ、またはＮ（Ｒ１３）で置き換えられ、
さらに前記Ｃ１－６脂肪族が任意に、１つ以上のＲｊで置換され、
Ｒｊの各出現が、独立して、フッ素、ＣＨ３、ＣＦ３、ＣＨ２Ｆ、ＣＦ２Ｈ、ＯＨ、ＯＣ
Ｈ３、ＯＣＦ３、ＯＣＨ２Ｆ、ＯＣＦ２Ｈ、Ｏ（直鎖もしくは分岐鎖Ｃ２－３脂肪族）、
ＮＨ２、ＮＨ（直鎖もしくは分岐鎖Ｃ１－３脂肪族）、Ｎ（直鎖もしくは分岐鎖Ｃ１－３

脂肪族）２、及び直鎖もしくは分岐鎖Ｃ２－３脂肪族から選択され、前記Ｃ２－３脂肪族
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が任意に、１つ以上のＦで置換されるか、
あるいは、２つのＲｊが、それらが結合する原子（複数可）と一緒になって、窒素、酸素
、及び硫黄から選択される１個のヘテロ原子を有する３～６員複素環、ならびに３～６員
環状脂肪族環から選択される環を形成し、前記環が任意に、１つ以上のＲｍで置換され、
Ｒの各出現が、独立して、水素、及び直鎖もしくは分岐鎖Ｃ１－３脂肪族から選択され、
前記Ｃ１－３脂肪族が任意に、１つ以上のＦで置換されるか、
あるいは、Ｒｊのうちの１つ及びＲのうちの１つが、それらが結合する原子と一緒になっ
て、窒素、酸素、及び硫黄から選択される１個のヘテロ原子を有する３～６員複素環、な
らびに３～６員環状脂肪族から選択される環を形成し、前記環が任意に、１つ以上のＲｍ

で置換され、
Ｒ４が、水素及び直鎖もしくは分岐鎖Ｃ１－６脂肪族から選択されるか、
あるいは、Ｒ及びＲ４のうちの１つが、それらが結合する前記原子と一緒になって、窒素
、酸素、及び硫黄から独立して選択される１～５個のヘテロ原子を有する４～１０員複素
環を形成し、前記環が任意に、１つ以上のＲｍで置換されるか、
あるいは、Ｒｊ及びＲ４のうちの１つが、それらが結合する前記原子と一緒になって、窒
素、酸素、及び硫黄から独立して選択される１～５個のヘテロ原子を有する４～１０員複
素環を形成し、前記環が任意に、１つ以上のＲｍで置換され、
Ｒｍの各出現が、独立して、ハロゲン、ＣＦ３、ＣＦ２Ｈ、ＣＨ２Ｆ、及び直鎖もしくは
分岐鎖Ｃ１－６脂肪族から選択されるか、
あるいは、２つのＲｍが、それらが結合する前記原子（複数可）と一緒になって、窒素、
酸素、及び硫黄から独立して選択される１～３個のヘテロ原子を有する３～７員飽和、部
分不飽和、または芳香族単環式環を形成し、前記環が任意に、１つ以上のＲｈで置換され
、
Ｒｈの各出現が、独立して、ハロゲン、ＣＦ３、ＣＦ２Ｈ、ＣＨ２Ｆ、直鎖もしくは分岐
鎖Ｃ１－６脂肪族、Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ１８）２、ＯＨ、及びＯ（直鎖もしくは分岐鎖Ｃ１－

６脂肪族）から選択され、
Ｒ５の各出現が、独立して、水素、ＣＦ３、ＣＦ２Ｈ、ＣＨ２Ｆ、及び直鎖もしくは分岐
鎖Ｃ１－６脂肪族から選択され、
Ｒ６の各出現が、独立して、ＣＮ、ハロゲン、ＯＲ７、Ｎ（Ｒ１９）２、直鎖もしくは分
岐鎖Ｃ１－６脂肪族、６～１０員アリール、窒素、酸素、及び硫黄から独立して選択され
る１～５個のヘテロ原子を有する５～１０員ヘテロアリール、窒素、酸素、及び硫黄から
独立して選択される１～５個のヘテロ原子を有する４～１０員複素環、ならびに３～１０
員環状脂肪族から選択され、前記アリール、ヘテロアリール、複素環、及び環状脂肪族が
任意に、１つ以上のＲｃで置換され、
Ｒ７の各出現が、独立して、水素、ＣＦ３、ＣＦ２Ｈ、ＣＨ２Ｆ、直鎖もしくは分岐鎖Ｃ

１－６脂肪族、及び６～１０員アリールから選択され、
Ｒ８の各出現が、独立して、ＣＮ、ハロゲン、ＯＲ５、Ｎ（Ｒ２１）２、直鎖もしくは分
岐鎖Ｃ１－６脂肪族、６～１０員アリール、３～１０員環状脂肪族、窒素、酸素、及び硫
黄から独立して選択される１～５個のヘテロ原子を有する５～１０員ヘテロアリール、な
らびに窒素、酸素、及び硫黄から独立して選択される１～５個のヘテロ原子を有する４～
１０員複素環から選択され、前記アリール、環状脂肪族、ヘテロアリール、及び複素環が
任意に、１つ以上のＲｇで置換され、
Ｒｇの各出現が、独立して、ＣＮ、ＣＨ３、ＣＦ３、ＣＦ２Ｈ、ＣＨ２Ｆ、ハロゲン、Ｏ
Ｈ、ＯＣＨ３、ＯＣＦ３、ＯＣＨ２Ｆ、ＯＣＦ２Ｈ、Ｏ（直鎖もしくは分岐鎖Ｃ２－３脂
肪族）、及び直鎖もしくは分岐鎖Ｃ２－３脂肪族から選択され、前記Ｃ２－３脂肪族が任
意に、１つ以上のＦで置換され、
Ｒ９の各出現が、独立して、ＯＨ、Ｏ（直鎖もしくは分岐鎖Ｃ１－６脂肪族）、Ｎ（Ｒ１

５）２、及び直鎖もしくは分岐鎖Ｃ１－６脂肪族から選択され、
Ｒ１０の各出現が、独立して、水素及び直鎖もしくは分岐鎖Ｃ１－６脂肪族から選択され
、
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Ｒ１１の各出現が、独立して、ＯＨ、ＯＣ１－６脂肪族、Ｎ（Ｒ１４）２、及びＣ１－６

脂肪族から選択され、
Ｒ１２の各出現が、独立して、水素及び直鎖もしくは分岐鎖Ｃ１－６脂肪族から選択され
、
Ｒ１３の各出現が、独立して、水素及び直鎖もしくは分岐鎖Ｃ１－６脂肪族から選択され
、
Ｒ１４の各出現が、独立して、水素及び直鎖もしくは分岐鎖Ｃ１－６脂肪族から選択され
、
Ｒ１５の各出現が、独立して、水素及び直鎖もしくは分岐鎖Ｃ１－６脂肪族から選択され
、
Ｒ１６の各出現が、独立して、水素及び直鎖もしくは分岐鎖Ｃ１－６脂肪族から選択され
、
Ｒ１７の各出現が、独立して、水素及び直鎖もしくは分岐鎖Ｃ１－６脂肪族から選択され
、
Ｒ１８の各出現が、独立して、水素及び直鎖もしくは分岐鎖Ｃ１－６脂肪族から選択され
、
Ｒ１９の各出現が、独立して、水素及び直鎖もしくは分岐鎖Ｃ１－３脂肪族から選択され
、
Ｒ２０の各出現が、独立して、水素及び直鎖もしくは分岐鎖Ｃ１－６脂肪族から選択され
、
Ｒ２１の各出現が、独立して、水素及び直鎖もしくは分岐鎖Ｃ１－６脂肪族から選択され
、
Ｒ２２の各出現が、独立して、ＣＮ、ハロゲン、ＯＲ２８、Ｎ（Ｒ２９）２、及び直鎖も
しくは分岐鎖Ｃ１－６脂肪族；６～１０員アリール、窒素、酸素、及び硫黄から独立して
選択される１～５個のヘテロ原子を有する５～１０員ヘテロアリール、窒素、酸素、及び
硫黄から独立して選択される１～５個のヘテロ原子を有する４～１０員複素環、ならびに
３～１０員環状脂肪族から選択され、
Ｒ２３の各出現が、独立して、ＣＮ、ハロゲン、ＯＲ３０、ＳＲ３０、Ｎ（Ｒ２６）２、
及び直鎖もしくは分岐鎖Ｃ１－６脂肪族から選択され、
Ｒ２４の各出現が、独立して、水素及び直鎖もしくは分岐鎖Ｃ１－６脂肪族から選択され
、
Ｒ２５の各出現が、独立して、水素及び直鎖もしくは分岐鎖Ｃ１－３脂肪族から選択され
、
Ｒ２６の各出現が、独立して、水素及び直鎖もしくは分岐鎖Ｃ１－３脂肪族から選択され
、
Ｒ２７の各出現が、独立して、水素及び直鎖もしくは分岐鎖Ｃ１－３脂肪族から選択され
、
Ｒ２８の各出現が、独立して、水素、ＣＦ３、ＣＦ２Ｈ、ＣＨ２Ｆ、直鎖もしくは分岐鎖
Ｃ１－６脂肪族、及び６～１０員アリールから選択され、
Ｒ２９の各出現が、独立して、水素及び直鎖もしくは分岐鎖Ｃ１－３脂肪族から選択され
、
Ｒ３０の各出現が、独立して、水素、ＣＦ３、ＣＦ２Ｈ、ＣＨ２Ｆ、直鎖もしくは分岐鎖
Ｃ１－６脂肪族、及び６～１０員アリールから選択され、
Ｔが、窒素、酸素、及び硫黄から独立して選択される１～５個のヘテロ原子を有する（Ｃ
Ｈ２）ｓ－６～１０員アリールまたは（ＣＨ２）ｚ－５～１０員単環式もしくは二環式ヘ
テロアリールであり、前記アリールまたはヘテロアリールが任意に、１つ以上のＲｄで置
換され、
Ｒｄの各出現が、独立して、ＣＮ、ハロゲン、Ｎ（Ｒ２７）２、及び直鎖もしくは分岐鎖
Ｃ１－６脂肪族から選択されるか、
あるいは、２つのＲｄが、それらが結合する原子（複数可）と一緒になって、窒素、酸素
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、及び硫黄から独立して選択される１～５個のヘテロ原子を有する４～１０員複素環を形
成し、
Ｒｑの各出現が、独立して、ＣＮ、ＣＨ３、ＣＦ３、ＣＦ２Ｈ、ＣＨ２Ｆ、ハロゲン、Ｏ
Ｈ、ＯＣＨ３、ＯＣＦ３、ＯＣＨ２Ｆ、ＯＣＦ２Ｈ、Ｏ（直鎖もしくは分岐鎖Ｃ２－３脂
肪族）、及び直鎖もしくは分岐鎖Ｃ２－３脂肪族から選択され、前記Ｃ２－３脂肪族が任
意に、１つ以上のＦで置換され、
ｂが、０、１、２、または３であり、
ｎが、０、１、２、３、４、または５であり、
ｏが、０、１、２、または３であり、
ｐが、０、１、２、または３であり、
ｒが、０、１、２、または３であり、
ｓが、０、１、２、または３であり、
ｔが、０、１、２、または３であり、
ｑが、０、１、２、または３であり、
ｕが、０、１、２、または３であり、
ｘが、０、１、２、または３であり、
ｖが、０、１、２、または３であり、
ｗが、０、１、２、または３であり、
ｚが、０、１、２、または３であるが、
但し、ＲＢが、四級アミンまたはメチルであり、Ｊが、直接結合であるとき、Ｔが、フェ
ニルまたは３－ピリジンではないことをさらに条件とし、前記フェニル及び３－ピリジン
が任意に、１つ以上のＲｄで置換される、前記化合物、またはその薬学的に許容される塩
。
【請求項２】
　式ＩＩもしくはＩＩＩ：
【化１７７】

の請求項１に記載の化合物、または式ＩＩもしくはＩＩＩの薬学的に許容される塩であっ
て、式中、
Ｒ１Ａ、Ｒ２Ａ、及びＲ３Ａが、各々独立して、水素；直鎖もしくは分岐鎖Ｃ１－６脂肪
族（前記Ｃ１－６脂肪族の１つまたは２つのメチレン単位が、任意にかつ独立して、Ｏ、
Ｓ、Ｓ（Ｏ）、Ｓ（Ｏ）２、またはＮ（Ｒ１９）で置き換えられる）；（ＣＨ２）ｓ－６
～１０員アリール；（ＣＨ２）ｔ－３～１０員環状脂肪族；窒素、酸素、及び硫黄から独
立して選択される１～５個のヘテロ原子を有する（ＣＨ２）ｕ－４～１０員複素環、なら
びに窒素、酸素、及び硫黄から独立して選択される１～５個のヘテロ原子を有する（ＣＨ

２）ｐ－５～１０員ヘテロアリールから選択され、前記Ｃ１－６脂肪族、アリール、環状
脂肪族、複素環、及びヘテロアリールが任意に、１つ以上のＲｋで置換されるが、
但し、式ＩＩＩについて、Ｒ１Ａが水素でないことを条件とし、かつ
但し、式ＩＩについて、Ｒ１Ａ、Ｒ２Ａ、及びＲ３Ａが、各々、水素であり、Ｊが、直接
結合であるとき、前記Ｔが、フェニルまたは３－ピリジンではないことを条件とし、前記
フェニル及び３－ピリジンが任意に、１つ以上のＲｄで置換されるか、
あるいは、Ｒ１Ａ、Ｒ２Ａ、及びＲ３Ａのいずれか２つが、それらが結合する前記炭素原
子と一緒になって、窒素、酸素、及び硫黄から独立して選択される１～５個のヘテロ原子
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を有する４～１０員複素環、ならびに３～１０員環状脂肪族から選択される環を形成し、
前記環が任意に、１つ以上のＲｂで置換されるか、
あるいは、Ｒ１Ａ、Ｒ２Ａ、及びＲ３Ａが、それらが結合する前記炭素原子と一緒になっ
て、窒素、酸素、及び硫黄から独立して選択される１～４個のヘテロ原子を有する５～１
０員ヘテロアリール、ならびに６～１０員アリールから選択される環を形成し、前記環が
任意に、１つ以上のＲｂで置換され、
Ｒｂの各出現が、独立して、直鎖もしくは分岐鎖Ｃ１－６脂肪族及びＺ２－Ｒ６から選択
されるか、
あるいは、２つのＲｂが、それらが結合する原子（複数可）と一緒になって、窒素、酸素
、及び硫黄から独立して選択される０～３個のヘテロ原子を有する３～７員飽和、部分不
飽和、または芳香族単環式環から選択される環を形成し、前記環が任意に、１つ以上のＲ
ｃで置換され、
Ｒｃの各出現が、独立して、直鎖もしくは分岐鎖Ｃ１－６脂肪族、ＣＦ３、ＣＦ２Ｈ、Ｃ
Ｈ２Ｆ、ハロゲン、ＯＲ１２、（ＣＨ２）ｖ－Ｃ（Ｏ）Ｒ９、及び（ＣＨ２）ｗ－ＮＲ１

０Ｃ（Ｏ）Ｒ１１から選択され、
Ｚ２の各出現が、独立して、直接結合、Ｃ１－３アルキレン鎖、Ｏ、Ｎ（Ｒ１７）、Ｓ、
Ｓ（Ｏ）、Ｓ（Ｏ）２、Ｃ（Ｏ）、ＣＯ２、Ｃ（Ｏ）ＮＲ１７、Ｎ（Ｒ１７）Ｃ（Ｏ）、
Ｎ（Ｒ１７）ＣＯ２、Ｓ（Ｏ）２ＮＲ１７、Ｎ（Ｒ１７）Ｓ（Ｏ）２、ＯＣ（Ｏ）Ｎ（Ｒ
１７）、Ｎ（Ｒ１７）Ｃ（Ｏ）ＮＲ１７、Ｎ（Ｒ１７）Ｓ（Ｏ）２Ｎ（Ｒ１７）、及びＯ
Ｃ（Ｏ）から選択され、前記アルキレン鎖が任意に、１つ以上のＲｉで置換され、
Ｒｉの各出現が、独立して、ＣＮ、ＣＨ３、ＣＦ３、ＣＨ２Ｆ、ＣＦ２Ｈ、ハロゲン、Ｏ
Ｈ、ＯＣＨ３、ＯＣＦ３、ＯＣＨ２Ｆ、ＯＣＦ２Ｈ、Ｏ（直鎖もしくは分岐鎖Ｃ２－３脂
肪族）、及び直鎖もしくは分岐鎖Ｃ２－３脂肪族から選択され、前記Ｃ２－３脂肪族が任
意に、１つ以上のＦで置換され、
Ｒｋの各出現が、独立して、直鎖もしくは分岐鎖Ｃ１－６脂肪族及びＺ３－Ｒ２３から選
択され、
Ｚ３の各出現が、独立して、直接結合、Ｃ１－３アルキレン鎖、Ｏ、Ｎ（Ｒ２４）、Ｓ、
Ｓ（Ｏ）、Ｓ（Ｏ）２、Ｃ（Ｏ）、ＣＯ２、Ｃ（Ｏ）ＮＲ２４、Ｎ（Ｒ２４）Ｃ（Ｏ）、
Ｎ（Ｒ２４）ＣＯ２、Ｓ（Ｏ）２ＮＲ２４、Ｎ（Ｒ２４）Ｓ（Ｏ）２、ＯＣ（Ｏ）Ｎ（Ｒ
２４）、Ｎ（Ｒ２４）Ｃ（Ｏ）ＮＲ２４、Ｎ（Ｒ２４）Ｓ（Ｏ）２Ｎ（Ｒ２４）、及びＯ
Ｃ（Ｏ）から選択され、前記アルキレン鎖が任意に、１つ以上のＲｎで置換され、
Ｒｎの各出現が、独立して、ＣＮ、ＣＨ３、ＣＦ３、ＣＦ２Ｈ、ＣＨ２Ｆ、ハロゲン、Ｏ
Ｈ、ＯＣＨ３、ＯＣＦ３、ＯＣＨ２Ｆ、ＯＣＦ２Ｈ、Ｏ（直鎖もしくは分岐鎖Ｃ２－３脂
肪族）、及び直鎖もしくは分岐鎖Ｃ２－３脂肪族から選択され、前記Ｃ２－３脂肪族が任
意に、１つ以上のＦで置換され、
Ｒ６の各出現が、独立して、ＣＮ、ハロゲン、ＯＲ７、Ｎ（Ｒ１９）２、直鎖もしくは分
岐鎖Ｃ１－６脂肪族、６～１０員アリール、窒素、酸素、及び硫黄から独立して選択され
る１～５個のヘテロ原子を有する５～１０員ヘテロアリール、窒素、酸素、及び硫黄から
独立して選択される１～５個のヘテロ原子を有する４～１０員複素環、ならびに３～１０
員環状脂肪族から選択され、前記アリール、ヘテロアリール、複素環、及び環状脂肪族が
任意に、１つ以上のＲｃで置換され、
Ｒ７の各出現が、独立して、水素、ＣＦ３、ＣＦ２Ｈ、ＣＨ２Ｆ、直鎖もしくは分岐鎖Ｃ

１－６脂肪族、及び６～１０員アリールから選択され、
Ｒ９の各出現が、独立して、ＯＨ、Ｏ（直鎖もしくは分岐鎖Ｃ１－６脂肪族）、Ｎ（Ｒ１

５）２、及び直鎖もしくは分岐鎖Ｃ１－６脂肪族から選択され、
Ｒ１０の各出現が、独立して、水素及び直鎖もしくは分岐鎖Ｃ１－６脂肪族から選択され
、
Ｒ１１の各出現が、独立して、ＯＨ、ＯＣ１－６脂肪族、Ｎ（Ｒ１４）２、及びＣ１－６

脂肪族から選択され、
Ｒ１２の各出現が、独立して、水素及び直鎖もしくは分岐鎖Ｃ１－６脂肪族から選択され
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、
Ｒ１４の各出現が、独立して、水素及び直鎖もしくは分岐鎖Ｃ１－６脂肪族から選択され
、
Ｒ１５の各出現が、独立して、水素及び直鎖もしくは分岐鎖Ｃ１－６脂肪族から選択され
、
Ｒ１７の各出現が、独立して、水素及び直鎖もしくは分岐鎖Ｃ１－６脂肪族から選択され
、
Ｒ１９の各出現が、独立して、水素及び直鎖もしくは分岐鎖Ｃ１－３脂肪族から選択され
、
Ｒ２３の各出現が、独立して、ＣＮ、ハロゲン、ＯＲ３０、ＳＲ３０、Ｎ（Ｒ２６）２、
及び直鎖もしくは分岐鎖Ｃ１－６脂肪族から選択され、
Ｒ２４の各出現が、水素及び直鎖もしくは分岐鎖Ｃ１－６脂肪族から独立して選択され、
Ｒ２６の各出現が、独立して、水素及び直鎖もしくは分岐鎖Ｃ１－３脂肪族から選択され
、
Ｒ３０の各出現が、独立して、水素、ＣＦ３、ＣＦ２Ｈ、ＣＨ２Ｆ、直鎖もしくは分岐鎖
Ｃ１－６脂肪族、及び６～１０員アリールから選択され、
ｐが、０、１、２、または３であり、
ｓが、０、１、２、または３であり、
ｔが、０、１、２、または３であり、
ｕが、０、１、２、または３であり、
ｖが、０、１、２、または３であり、
ｗが、０、１、２、または３である、前記化合物、またはその薬学的に許容される塩。
【請求項３】
Ｒ１Ａ、Ｒ２Ａ、及びＲ３Ａが、各々独立して、水素；直鎖もしくは分岐鎖Ｃ１－６脂肪
族（前記Ｃ１－６脂肪族の１つまたは２つのメチレン単位が、任意にかつ独立して、Ｏで
置き換えられる）から選択されるが、但し、Ｒ１Ａ、Ｒ２Ａ、及びＲ３Ａが、各々、水素
であり、Ｊが、直接結合であるとき、前記Ｔが、フェニルまたは３－ピリジンではないこ
とを条件とし、前記フェニル及び３－ピリジンが任意に、１つ以上のＲｄで置換される、
請求項２に記載の式ＩＩの化合物、またはその薬学的に許容される塩。
【請求項４】
Ｒ１Ａが、直鎖もしくは分岐鎖Ｃ１－６脂肪族（Ｃ１－６脂肪族の１つまたは２つのメチ
レン単位が、任意にかつ独立して、Ｏで置き換えられる）及び（ＣＨ２）ｔ－３～７員環
状脂肪族から選択される、請求項２に記載の式ＩＩＩの化合物、またはその薬学的に許容
される塩。
【請求項５】
　式ＶＩ：
【化１７８】

の請求項１に記載の化合物、または式ＶＩの薬学的に許容される塩。
【請求項６】
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【化１７９】

が、窒素、酸素、及び硫黄から独立して選択される０～３個のヘテロ原子を有する５員ま
たは６員飽和、部分飽和、単環式環から選択される環である、請求項５に記載の化合物、
またはその薬学的に許容される塩。
【請求項７】
Ｊが、直接結合、Ｃ１脂肪族、及びＣ２脂肪族から選択され、さらに前記脂肪族が任意に
、１つ以上のＲｊで置換されるか、あるいは
Ｊが、Ｃ１脂肪族及びＣ２脂肪族から選択され、前記脂肪族が、１つ以上のＲｊで置換さ
れ、Ｒｊのうちの１つ及びＲのうちの１つが、それらが結合する前記原子と一緒になって
、３～６員環状脂肪族環を形成するか、あるいは
Ｊが、Ｃ２脂肪族であり、前記脂肪族が、２つ以上のＲｊで置換され、２つのＲｊが、そ
れらが結合する前記原子（複数可）と一緒になって、３～６員環状脂肪族環を形成する、
請求項１に記載の化合物、またはその薬学的に許容される塩。
【請求項８】
　請求項１に記載の化合物、または式ＸＩＶもしくはＸＶ：

【化１８０】

または式ＸＩＶもしくはＸＶの薬学的に許容される塩。
【請求項９】
Ｔが、（ＣＨ２）ｓ－６～１０員アリールであり、前記アリールが任意に、１つ以上のＲ
ｄで置換される、請求項１に記載の化合物、またはその薬学的に許容される塩。
【請求項１０】
Ｔが、窒素及び硫黄から独立して選択される１～２個のヘテロ原子を有する５～９員ヘテ
ロアリール環であり、前記環が任意に、１つ以上のＲｄで置換される、請求項１に記載の
化合物、またはその薬学的に許容される塩。
【請求項１１】
Ｔが、２個の窒素ヘテロ原子を有する５員ヘテロアリール環であり、前記環が任意に、１
つ以上のＲｄで置換される、請求項１０に記載の化合物、またはその薬学的に許容される
塩。
【請求項１２】

【化１８１】

が、
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【化１８２】

【化１８３】

から選択される、請求項１に記載の化合物、またはその薬学的に許容される塩。
【請求項１３】
　表１の化合物、またはその薬学的に許容される塩。
【請求項１４】
　Ｊが、直鎖Ｃ１－６脂肪族であり、Ｊの１～２つのメチレン単位が、任意にかつ独立し
て、Ｏ、Ｓ、またはＮ（Ｒ１３）で置き換えられ、
Ｔが、窒素、酸素、及び硫黄から独立して選択される１～５個のヘテロ原子を有する５～
１０員ヘテロアリールであり、前記アリール及びヘテロアリールが任意に、１つ以上のＲ
ｄで置換され、
Ｒが、水素であり、
ＲＡが、

【化１８４】

であり、
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【化１８５】

が、窒素、酸素、及び硫黄から独立して選択される０～３個のヘテロ原子を有する５員ま
たは６員芳香族単環式環であり、
ｎが、０、１、２、または３であり、
Ｒａが、Ｚ１－Ｒ８であり、
Ｚ１が、直接結合であり、
Ｒ８が、独立して、ハロゲン、Ｒ５、及びＯＲ５から選択され、
Ｗが、ＣＨであり、
Ｒｑが、水素であり、
Ｒ１Ａが、直鎖もしくは分岐鎖Ｃ１－６脂肪族であり、Ｃ１－６脂肪族の１つまたは２つ
のメチレン単位が、任意にかつ独立して、Ｏ、Ｓ、またはＮ（Ｒ１９）で置き換えられ、
前記Ｃ１－６脂肪族が任意に、１つ以上のＲｋで置換され、
Ｒｋの各出現が、独立して、直鎖もしくは分岐鎖Ｃ１－６脂肪族及びＺ３－Ｒ２３から選
択され、
Ｚ３の各出現が、独立して、直接結合及びＣ１－３アルキレン鎖から選択され、
Ｒ２３の各出現が、独立して、ＣＮ、ハロゲン、ＯＲ３０、ＳＲ３０、Ｎ（Ｒ２６）２、
及び直鎖もしくは分岐鎖Ｃ１－６脂肪族から選択される、請求項２に記載の式ＩＩＩの化
合物、またはその薬学的に許容される塩。
【請求項１５】

【化１８６】

が、
【化１８７】

であり、
ＲＡが、
【化１８８】

であり、
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Ｒ１Ａが、直鎖もしくは分岐鎖Ｃ１－６脂肪族であり、Ｃ１－６脂肪族の１つまたは２つ
のメチレン単位が、任意にかつ独立して、Ｏ、Ｓ、またはＮＨで置き換えられる、請求項
１４に記載の式ＩＩＩの化合物、またはその薬学的に許容される塩。
【請求項１６】
　ＯＲ１Ａが、
【化１８９】

から選択される、請求項１５に記載の化合物、またはその薬学的に許容される塩。
【請求項１７】
　ＲＡが、

【化１９０】

から選択され、
ＯＲ１Ａが、

【化１９１】

から選択され、

【化１９２】

が、

【化１９３】

から選択される、請求項１４に記載の化合物、またはその薬学的に許容される塩。
【請求項１８】
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【化１９４】

【化１９５】

から選択される、請求項１７に記載の化合物、またはその薬学的に許容される塩。
【請求項１９】
　請求項１～１８のいずれか１項に記載の化合物、またはその薬学的に許容される塩と、
薬学的に許容される担体とを含む、薬学的組成物。
【請求項２０】
　別の治療剤をさらに含む、請求項１９に記載の薬学的組成物。
【請求項２１】
　請求項１～１８のいずれか１項に記載の化合物またはその薬学的に許容される塩を含む
、対象における異常細胞成長を阻害するため、または過剰増殖性障害を治療もしくは予防
するための組成物。
【請求項２２】
　請求項１～１８のいずれか１項に記載の化合物またはその薬学的に許容される塩を含む
、対象における癌、炎症性状態、またはＴ細胞媒介性自己免疫疾患を治療もしくは予防す
るための組成物。
【請求項２３】
　請求項１～１８のいずれか１項に記載の化合物またはその薬学的に許容される塩を含む
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、細胞中のニコチンアミドホスホリボシルトランスフェラーゼ（ＮＡＭＰＴ）を阻害する
ための組成物。
【請求項２４】
　請求項１～１８のいずれか１項に記載の化合物またはその薬学的に許容される塩を含む
、ＮＡＭＰＴ活性によって媒介される状態に罹患している対象を治療するための組成物。
【請求項２５】
　請求項１～１８のいずれか１項に記載の化合物またはその薬学的に許容される塩を含む
、対象における状態の治療または予防用の組成物であって、前記状態が、ＮＡＭＰＴ活性
によって媒介される、前記組成物。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０４１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０４１３】
　本発明のいくつかの実施形態を説明してきたが、基本的な例を修正して、本発明の化合
物及び方法を利用する他の実施形態を提供することができることは明らかである。したが
って、本発明の範囲が、一例として提示されている特定の実施形態ではなく、添付の特許
請求の範囲によって定義されるべきであることが理解されるであろう。
　特定の実施形態では、例えば以下の項目が提供される。
（項目１）
　式Ｉ：
【化１７４】

の化合物、または式Ｉの薬学的に許容される塩であって、式中、
ＲＡが、
【化１７５】

、またはＹＲＣＲＤＲＥであり、
ＲＢが、ＸＲ１Ｒ２Ｒ３であり、
Ｗが、Ｎ、ＣＨ、またはＣＲｑであり、
Ｙが、Ｃ、Ｏ、Ｓ、及びＮから選択されるが、但し、（１）ＹがＮであるとき、ＲＣ、Ｒ
Ｄ、及びＲＥのうちの１つが不在であり、ＲＣ、ＲＤ、及びＲＥのうちの残りの２つが両
方とも水素ではなく、かつ（２）ＹがＯまたはＳであるとき、ＲＣ、ＲＤ、及びＲＥのう
ちの２つが不在であり、ＲＣ、ＲＤ、及びＲＥのうちの残りの１つが水素ではないことを
条件とし、
ＲＣ、ＲＤ、及びＲＥが、各々独立して、水素；直鎖もしくは分岐鎖Ｃ１－６脂肪族（前
記Ｃ１－６脂肪族の１つまたは２つのメチレン単位が、任意にかつ独立して、Ｏ、Ｓ、Ｓ
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（Ｏ）、Ｓ（Ｏ）２、またはＮ（Ｒ２５）で置き換えられる）；（ＣＨ２）ｑ－６～１０
員アリール；（ＣＨ２）ｒ－３～１０員環状脂肪族；窒素、酸素、及び硫黄から独立して
選択される１～５個のヘテロ原子を有する（ＣＨ２）ｘ－４～１０員複素環、ならびに窒
素、酸素、及び硫黄から独立して選択される１～５個のヘテロ原子を有する（ＣＨ２）ｂ

－５～１０員ヘテロアリールから選択され、前記Ｃ１－６脂肪族、アリール、環状脂肪族
、複素環、及びヘテロアリールが任意に、１つ以上のＲｅで置換され、
Ｘが、ハロゲン、Ｃ、Ｏ、Ｓ、及びＮから選択されるが、但し、（１）ＸがＮであるとき
、Ｒ１、Ｒ２、及びＲ３のうちの１つが不在であり、（２）Ｘがハロゲンであるとき、Ｒ
１、Ｒ２、及びＲ３が不在であり、かつ（３）ＸがＯまたはＳであるとき、Ｒ１、Ｒ２、
及びＲ３のうちの２つが不在であり、Ｒ１、Ｒ２、及びＲ３のうちの残りの１つが水素で
はないことを条件とし、
Ｒ１、Ｒ２、及びＲ３が、各々独立して、水素；直鎖もしくは分岐鎖Ｃ１－６脂肪族（前
記Ｃ１－６脂肪族の１つまたは２つのメチレン単位が、任意にかつ独立して、Ｏ、Ｓ、Ｓ
（Ｏ）、Ｓ（Ｏ）２、またはＮ（Ｒ１９）で置き換えられる）；（ＣＨ２）ｓ－６～１０
員アリール；（ＣＨ２）ｔ－３～１０員環状脂肪族；窒素、酸素、及び硫黄から独立して
選択される１～５個のヘテロ原子を有する（ＣＨ２）ｕ－４～１０員複素環、ならびに窒
素、酸素、及び硫黄から独立して選択される１～５個のヘテロ原子を有する（ＣＨ２）ｐ

－５～１０員ヘテロアリールから選択され、前記Ｃ１－６脂肪族、アリール、環状脂肪族
、複素環、及びヘテロアリールが任意に、１つ以上のＲｋで置換されるか、
あるいは、ＸがＣまたはＮであるとき、Ｒ１、Ｒ２、及びＲ３のうちのいずれか２つが、
それらが結合する前記原子Ｘと一緒になって、窒素、酸素、及び硫黄から独立して選択さ
れる１～５個のヘテロ原子を有する４～１０員複素環、ならびに３～１０員環状脂肪族か
ら選択される環を形成し、前記環が任意に、１つ以上のＲｂで置換されるか、
あるいは、ＸがＣであるとき、Ｒ１、Ｒ２、及びＲ３が、それらが結合する前記原子Ｘと
一緒になって、窒素、酸素、及び硫黄から独立して選択される１～４個のヘテロ原子を有
する５～１０員ヘテロアリール、ならびに６～１０員アリールから選択される環を形成し
、前記環が任意に、１つ以上のＲｂで置換されるか、
あるいは、ＸがＮであるとき、Ｒ１、Ｒ２、及びＲ３が、それらが結合する前記原子Ｘと
一緒になって、窒素、酸素、及び硫黄から独立して選択される１～５個のヘテロ原子を有
する５～１０員ヘテロアリール環を形成し、前記環が任意に、１つ以上のＲｂで置換され
、
【化１７６】

が、窒素、酸素、及び硫黄から独立して選択される０～３個のヘテロ原子を有する３～７
員飽和、部分不飽和、及び芳香族単環式環、ならびに窒素、酸素、及び硫黄から独立して
選択される０～５個のヘテロ原子を有する８～１０員飽和、部分不飽和、及び芳香族単環
式環から選択される環であり、
Ｒａの各出現が、独立して、直鎖もしくは分岐鎖Ｃ１－６脂肪族及びＺ１－Ｒ８から選択
されるか、
あるいは、２つのＲａが、それらが結合する原子（複数可）と一緒になって、窒素、酸素
、及び硫黄から独立して選択される１～５個のヘテロ原子を有する４～１０員複素環、な
らびに３～６員環状脂肪族から選択される環を形成し、前記環が任意に、１つ以上のＲｐ

で置換され、
Ｒｐの各出現が、独立して、ＣＮ、ＣＨ３、ＣＦ３、ＣＨ２Ｆ、ＣＦ２Ｈ、ＮＨ２、ＮＨ
（直鎖もしくは分岐鎖Ｃ１－３脂肪族）、Ｎ（直鎖もしくは分岐鎖Ｃ１－３脂肪族）２、
ＯＨ、ハロゲン、ＯＣＨ３、ＯＣＦ３、ＯＣＨ２Ｆ、ＯＣＦ２Ｈ、Ｏ（直鎖もしくは分岐
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鎖Ｃ２－３脂肪族）、及び直鎖もしくは分岐鎖Ｃ２－３脂肪族から選択され、前記Ｃ２－

３脂肪族が任意に、１つ以上のＦで置換され、
Ｚ１の各出現が、独立して、直接結合、Ｃ１－３アルキレン鎖、Ｏ、Ｎ（Ｒ１６）、Ｓ、
Ｓ（Ｏ）、Ｓ（Ｏ）２、Ｃ（Ｏ）、ＣＯ２、Ｃ（Ｏ）ＮＲ１６、Ｎ（Ｒ１６）Ｃ（Ｏ）、
Ｎ（Ｒ１６）ＣＯ２、Ｓ（Ｏ）２ＮＲ１６、Ｎ（Ｒ１６）Ｓ（Ｏ）２、ＯＣ（Ｏ）Ｎ（Ｒ
１６）、Ｎ（Ｒ１６）Ｃ（Ｏ）ＮＲ１６、Ｎ（Ｒ１６）Ｓ（Ｏ）２Ｎ（Ｒ１６）、及びＯ
Ｃ（Ｏ）から選択され、前記アルキレン鎖が任意に、１つ以上のＲｈで置換され、
Ｒｈの各出現が、独立して、ＣＮ、ＣＨ３、ＣＦ３、ＣＨ２Ｆ、ＣＦ２Ｈ、ＯＨ、ハロゲ
ン、ＯＣＨ３、ＯＣＦ３、ＯＣＨ２Ｆ、ＯＣＦ２Ｈ、Ｏ（直鎖もしくは分岐鎖Ｃ２－３脂
肪族）、及び直鎖もしくは分岐鎖Ｃ２－３脂肪族から選択され、前記Ｃ２－３脂肪族が任
意に、１つ以上のＦで置換され、
Ｒｂの各出現が、独立して、直鎖もしくは分岐鎖Ｃ１－６脂肪族及びＺ２－Ｒ６から選択
されるか、
あるいは、２つのＲｂが、それらが結合する原子（複数可）と一緒になって、窒素、酸素
、及び硫黄から独立して選択される０～３個のヘテロ原子を有する３～７員飽和、部分不
飽和、または芳香族単環式環を形成し、前記環が任意に、１つ以上のＲｃで置換され、
Ｒｃの各出現が、独立して、直鎖もしくは分岐鎖Ｃ１－６脂肪族、ＣＦ３、ＣＦ２Ｈ、Ｃ
Ｈ２Ｆ、ハロゲン、ＯＲ１２、（ＣＨ２）ｖ－Ｃ（Ｏ）Ｒ９、及び（ＣＨ２）ｗ－ＮＲ１

０Ｃ（Ｏ）Ｒ１１から選択され、
Ｚ２の各出現が、独立して、直接結合、Ｃ１－３アルキレン鎖、Ｏ、Ｎ（Ｒ１７）、Ｓ、
Ｓ（Ｏ）、Ｓ（Ｏ）２、Ｃ（Ｏ）、ＣＯ２、Ｃ（Ｏ）ＮＲ１７、Ｎ（Ｒ１７）Ｃ（Ｏ）、
Ｎ（Ｒ１７）ＣＯ２、Ｓ（Ｏ）２ＮＲ１７、Ｎ（Ｒ１７）Ｓ（Ｏ）２、ＯＣ（Ｏ）Ｎ（Ｒ
１７）、Ｎ（Ｒ１７）Ｃ（Ｏ）ＮＲ１７、Ｎ（Ｒ１７）Ｓ（Ｏ）２Ｎ（Ｒ１７）、及びＯ
Ｃ（Ｏ）から選択され、前記アルキレン鎖が任意に、１つ以上のＲｉで置換され、
Ｒｉの各出現が、独立して、ＣＮ、ＣＨ３、ＣＦ３、ＣＨ２Ｆ、ＣＦ２Ｈ、ハロゲン、Ｏ
Ｈ、ＯＣＨ３、ＯＣＦ３、ＯＣＨ２Ｆ、ＯＣＦ２Ｈ、Ｏ（直鎖もしくは分岐鎖Ｃ２－３脂
肪族）、及び直鎖もしくは分岐鎖Ｃ２－３脂肪族から選択され、前記Ｃ２－３脂肪族が任
意に、１つ以上のＦで置換され、
Ｒｋの各出現が、独立して、直鎖もしくは分岐鎖Ｃ１－６脂肪族及びＺ３－Ｒ２３から選
択され、
Ｚ３の各出現が、独立して、直接結合、Ｃ１－３アルキレン鎖、Ｏ、Ｎ（Ｒ２４）、Ｓ、
Ｓ（Ｏ）、Ｓ（Ｏ）２、Ｃ（Ｏ）、ＣＯ２、Ｃ（Ｏ）ＮＲ２４、Ｎ（Ｒ２４）Ｃ（Ｏ）、
Ｎ（Ｒ２４）ＣＯ２、Ｓ（Ｏ）２ＮＲ２４、Ｎ（Ｒ２４）Ｓ（Ｏ）２、ＯＣ（Ｏ）Ｎ（Ｒ
２４）、Ｎ（Ｒ２４）Ｃ（Ｏ）ＮＲ２４、Ｎ（Ｒ２４）Ｓ（Ｏ）２Ｎ（Ｒ２４）、及びＯ
Ｃ（Ｏ）から選択され、前記アルキレン鎖が任意に、１つ以上のＲｎで置換され、
Ｒｎの各出現が、独立して、ＣＮ、ＣＨ３、ＣＦ３、ＣＦ２Ｈ、ＣＨ２Ｆ、ハロゲン、Ｏ
Ｈ、ＯＣＨ３、ＯＣＦ３、ＯＣＨ２Ｆ、ＯＣＦ２Ｈ、Ｏ（直鎖もしくは分岐鎖Ｃ２－３脂
肪族）、及び直鎖もしくは分岐鎖Ｃ２－３脂肪族から選択され、前記Ｃ２－３脂肪族が任
意に、１つ以上のＦで置換され、
Ｒｅの各出現が、独立して、直鎖もしくは分岐鎖Ｃ１－６脂肪族及びＺ４－Ｒ２２から選
択され、
Ｚ４の各出現が、独立して、直接結合、Ｃ１－３アルキレン鎖、Ｏ、Ｎ（Ｒ２０）、Ｓ、
Ｓ（Ｏ）、Ｓ（Ｏ）２、Ｃ（Ｏ）、ＣＯ２、Ｃ（Ｏ）ＮＲ２０、Ｎ（Ｒ２０）Ｃ（Ｏ）、
Ｎ（Ｒ２０）ＣＯ２、Ｓ（Ｏ）２ＮＲ２０、Ｎ（Ｒ２０）Ｓ（Ｏ）２、ＯＣ（Ｏ）Ｎ（Ｒ
２０）、Ｎ（Ｒ２０）Ｃ（Ｏ）ＮＲ２０、Ｎ（Ｒ２０）Ｓ（Ｏ）２Ｎ（Ｒ２０）、及びＯ
Ｃ（Ｏ）から選択され、前記アルキレン鎖が任意に、１つ以上のＲｔで置換され、
Ｒｔの各出現が、独立して、ＣＮ、ＣＨ３、ＣＦ３、ＣＦ２Ｈ、ＣＨ２Ｆ、ハロゲン、Ｏ
Ｈ、ＯＣＨ３、ＯＣＦ３、ＯＣＨ２Ｆ、ＯＣＦ２Ｈ、Ｏ（直鎖もしくは分岐鎖Ｃ２－３脂
肪族）、及び直鎖もしくは分岐鎖Ｃ２－３脂肪族から選択され、前記Ｃ２－３脂肪族が任
意に、１つ以上のＦで置換され、
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Ｊが、直接結合；直鎖もしくは分岐鎖Ｃ１－６脂肪族から選択され、Ｊの１つまたは２つ
のメチレン単位が、任意にかつ独立して、Ｏ、Ｓ、またはＮ（Ｒ１３）で置き換えられ、
さらに前記Ｃ１－６脂肪族が任意に、１つ以上のＲｊで置換され、
Ｒｊの各出現が、独立して、フッ素、ＣＨ３、ＣＦ３、ＣＨ２Ｆ、ＣＦ２Ｈ、ＯＨ、ＯＣ
Ｈ３、ＯＣＦ３、ＯＣＨ２Ｆ、ＯＣＦ２Ｈ、Ｏ（直鎖もしくは分岐鎖Ｃ２－３脂肪族）、
ＮＨ２、ＮＨ（直鎖もしくは分岐鎖Ｃ１－３脂肪族）、Ｎ（直鎖もしくは分岐鎖Ｃ１－３

脂肪族）２、及び直鎖もしくは分岐鎖Ｃ２－３脂肪族から選択され、前記Ｃ２－３脂肪族
が任意に、１つ以上のＦで置換されるか、
あるいは、２つのＲｊが、それらが結合する原子（複数可）と一緒になって、窒素、酸素
、及び硫黄から選択される１個のヘテロ原子を有する３～６員複素環、ならびに３～６員
環状脂肪族環から選択される環を形成し、前記環が任意に、１つ以上のＲｍで置換され、
Ｒの各出現が、独立して、水素、及び直鎖もしくは分岐鎖Ｃ１－３脂肪族から選択され、
前記Ｃ１－３脂肪族が任意に、１つ以上のＦで置換されるか、
あるいは、Ｒｊのうちの１つ及びＲのうちの１つが、それらが結合する原子と一緒になっ
て、窒素、酸素、及び硫黄から選択される１個のヘテロ原子を有する３～６員複素環、な
らびに３～６員環状脂肪族から選択される環を形成し、前記環が任意に、１つ以上のＲｍ

で置換され、
Ｒ４が、水素及び直鎖もしくは分岐鎖Ｃ１－６脂肪族から選択されるか、
あるいは、Ｒ及びＲ４のうちの１つが、それらが結合する前記原子と一緒になって、窒素
、酸素、及び硫黄から独立して選択される１～５個のヘテロ原子を有する４～１０員複素
環を形成し、前記環が任意に、１つ以上のＲｍで置換されるか、
あるいは、Ｒｊ及びＲ４のうちの１つが、それらが結合する前記原子と一緒になって、窒
素、酸素、及び硫黄から独立して選択される１～５個のヘテロ原子を有する４～１０員複
素環を形成し、前記環が任意に、１つ以上のＲｍで置換され、
Ｒｍの各出現が、独立して、ハロゲン、ＣＦ３、ＣＦ２Ｈ、ＣＨ２Ｆ、及び直鎖もしくは
分岐鎖Ｃ１－６脂肪族から選択されるか、
あるいは、２つのＲｍが、それらが結合する前記原子（複数可）と一緒になって、窒素、
酸素、及び硫黄から独立して選択される１～３個のヘテロ原子を有する３～７員飽和、部
分不飽和、または芳香族単環式環を形成し、前記環が任意に、１つ以上のＲｈで置換され
、
Ｒｈの各出現が、独立して、ハロゲン、ＣＦ３、ＣＦ２Ｈ、ＣＨ２Ｆ、直鎖もしくは分岐
鎖Ｃ１－６脂肪族、Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ１８）２、ＯＨ、及びＯ（直鎖もしくは分岐鎖Ｃ１－

６脂肪族）から選択され、
Ｒ５の各出現が、独立して、水素、ＣＦ３、ＣＦ２Ｈ、ＣＨ２Ｆ、及び直鎖もしくは分岐
鎖Ｃ１－６脂肪族から選択され、
Ｒ６の各出現が、独立して、ＣＮ、ハロゲン、ＯＲ７、Ｎ（Ｒ１９）２、直鎖もしくは分
岐鎖Ｃ１－６脂肪族、６～１０員アリール、窒素、酸素、及び硫黄から独立して選択され
る１～５個のヘテロ原子を有する５～１０員ヘテロアリール、窒素、酸素、及び硫黄から
独立して選択される１～５個のヘテロ原子を有する４～１０員複素環、ならびに３～１０
員環状脂肪族から選択され、前記アリール、ヘテロアリール、複素環、及び環状脂肪族が
任意に、１つ以上のＲｃで置換され、
Ｒ７の各出現が、独立して、水素、ＣＦ３、ＣＦ２Ｈ、ＣＨ２Ｆ、直鎖もしくは分岐鎖Ｃ

１－６脂肪族、及び６～１０員アリールから選択され、
Ｒ８の各出現が、独立して、ＣＮ、ハロゲン、ＯＲ５、Ｎ（Ｒ２１）２、直鎖もしくは分
岐鎖Ｃ１－６脂肪族、６～１０員アリール、３～１０員環状脂肪族、窒素、酸素、及び硫
黄から独立して選択される１～５個のヘテロ原子を有する５～１０員ヘテロアリール、な
らびに窒素、酸素、及び硫黄から独立して選択される１～５個のヘテロ原子を有する４～
１０員複素環から選択され、前記アリール、環状脂肪族、ヘテロアリール、及び複素環が
任意に、１つ以上のＲｇで置換され、
Ｒｇの各出現が、独立して、ＣＮ、ＣＨ３、ＣＦ３、ＣＦ２Ｈ、ＣＨ２Ｆ、ハロゲン、Ｏ
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Ｈ、ＯＣＨ３、ＯＣＦ３、ＯＣＨ２Ｆ、ＯＣＦ２Ｈ、Ｏ（直鎖もしくは分岐鎖Ｃ２－３脂
肪族）、及び直鎖もしくは分岐鎖Ｃ２－３脂肪族から選択され、前記Ｃ２－３脂肪族が任
意に、１つ以上のＦで置換され、
Ｒ９の各出現が、独立して、ＯＨ、Ｏ（直鎖もしくは分岐鎖Ｃ１－６脂肪族）、Ｎ（Ｒ１

５）２、及び直鎖もしくは分岐鎖Ｃ１－６脂肪族から選択され、
Ｒ１０の各出現が、独立して、水素及び直鎖もしくは分岐鎖Ｃ１－６脂肪族から選択され
、
Ｒ１１の各出現が、独立して、ＯＨ、ＯＣ１－６脂肪族、Ｎ（Ｒ１４）２、及びＣ１－６

脂肪族から選択され、
Ｒ１２の各出現が、独立して、水素及び直鎖もしくは分岐鎖Ｃ１－６脂肪族から選択され
、
Ｒ１３の各出現が、独立して、水素及び直鎖もしくは分岐鎖Ｃ１－６脂肪族から選択され
、
Ｒ１４の各出現が、独立して、水素及び直鎖もしくは分岐鎖Ｃ１－６脂肪族から選択され
、
Ｒ１５の各出現が、独立して、水素及び直鎖もしくは分岐鎖Ｃ１－６脂肪族から選択され
、
Ｒ１６の各出現が、独立して、水素及び直鎖もしくは分岐鎖Ｃ１－６脂肪族から選択され
、
Ｒ１７の各出現が、独立して、水素及び直鎖もしくは分岐鎖Ｃ１－６脂肪族から選択され
、
Ｒ１８の各出現が、独立して、水素及び直鎖もしくは分岐鎖Ｃ１－６脂肪族から選択され
、
Ｒ１９の各出現が、独立して、水素及び直鎖もしくは分岐鎖Ｃ１－３脂肪族から選択され
、
Ｒ２０の各出現が、独立して、水素及び直鎖もしくは分岐鎖Ｃ１－６脂肪族から選択され
、
Ｒ２１の各出現が、独立して、水素及び直鎖もしくは分岐鎖Ｃ１－６脂肪族から選択され
、
Ｒ２２の各出現が、独立して、ＣＮ、ハロゲン、ＯＲ２８、Ｎ（Ｒ２９）２、及び直鎖も
しくは分岐鎖Ｃ１－６脂肪族；６～１０員アリール、窒素、酸素、及び硫黄から独立して
選択される１～５個のヘテロ原子を有する５～１０員ヘテロアリール、窒素、酸素、及び
硫黄から独立して選択される１～５個のヘテロ原子を有する４～１０員複素環、ならびに
３～１０員環状脂肪族から選択され、
Ｒ２３の各出現が、独立して、ＣＮ、ハロゲン、ＯＲ３０、ＳＲ３０、Ｎ（Ｒ２６）２、
及び直鎖もしくは分岐鎖Ｃ１－６脂肪族から選択され、
Ｒ２４の各出現が、独立して、水素及び直鎖もしくは分岐鎖Ｃ１－６脂肪族から選択され
、
Ｒ２５の各出現が、独立して、水素及び直鎖もしくは分岐鎖Ｃ１－３脂肪族から選択され
、
Ｒ２６の各出現が、独立して、水素及び直鎖もしくは分岐鎖Ｃ１－３脂肪族から選択され
、
Ｒ２７の各出現が、独立して、水素及び直鎖もしくは分岐鎖Ｃ１－３脂肪族から選択され
、
Ｒ２８の各出現が、独立して、水素、ＣＦ３、ＣＦ２Ｈ、ＣＨ２Ｆ、直鎖もしくは分岐鎖
Ｃ１－６脂肪族、及び６～１０員アリールから選択され、
Ｒ２９の各出現が、独立して、水素及び直鎖もしくは分岐鎖Ｃ１－３脂肪族から選択され
、
Ｒ３０の各出現が、独立して、水素、ＣＦ３、ＣＦ２Ｈ、ＣＨ２Ｆ、直鎖もしくは分岐鎖
Ｃ１－６脂肪族、及び６～１０員アリールから選択され、
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Ｔが、窒素、酸素、及び硫黄から独立して選択される１～５個のヘテロ原子を有する（Ｃ
Ｈ２）ｓ－６～１０員アリールまたは（ＣＨ２）ｚ－５～１０員単環式もしくは二環式ヘ
テロアリールであり、前記アリールまたはヘテロアリールが任意に、１つ以上のＲｄで置
換され、
Ｒｄの各出現が、独立して、ＣＮ、ハロゲン、Ｎ（Ｒ２７）２、及び直鎖もしくは分岐鎖
Ｃ１－６脂肪族から選択されるか、
あるいは、２つのＲｄが、それらが結合する原子（複数可）と一緒になって、窒素、酸素
、及び硫黄から独立して選択される１～５個のヘテロ原子を有する４～１０員複素環を形
成し、
Ｒｑの各出現が、独立して、ＣＮ、ＣＨ３、ＣＦ３、ＣＦ２Ｈ、ＣＨ２Ｆ、ハロゲン、Ｏ
Ｈ、ＯＣＨ３、ＯＣＦ３、ＯＣＨ２Ｆ、ＯＣＦ２Ｈ、Ｏ（直鎖もしくは分岐鎖Ｃ２－３脂
肪族）、及び直鎖もしくは分岐鎖Ｃ２－３脂肪族から選択され、前記Ｃ２－３脂肪族が任
意に、１つ以上のＦで置換され、
ｂが、０、１、２、または３であり、
ｎが、０、１、２、３、４、または５であり、
ｏが、０、１、２、または３であり、
ｐが、０、１、２、または３であり、
ｒが、０、１、２、または３であり、
ｓが、０、１、２、または３であり、
ｔが、０、１、２、または３であり、
ｑが、０、１、２、または３であり、
ｕが、０、１、２、または３であり、
ｘが、０、１、２、または３であり、
ｖが、０、１、２、または３であり、
ｗが、０、１、２、または３であり、
ｚが、０、１、２、または３であるが、
但し、ＲＢが、四級アミンまたはメチルであり、Ｊが、直接結合であるとき、Ｔが、フェ
ニルまたは３－ピリジンではないことをさらに条件とし、前記フェニル及び３－ピリジン
が任意に、１つ以上のＲｄで置換される、前記化合物、またはその薬学的に許容される塩
。
（項目２）
　式ＩＩもしくはＩＩＩ：
【化１７７】

の項目１に記載の化合物、または式ＩＩもしくはＩＩＩの薬学的に許容される塩であって
、式中、
Ｒ１Ａ、Ｒ２Ａ、及びＲ３Ａが、各々独立して、水素；直鎖もしくは分岐鎖Ｃ１－６脂肪
族（前記Ｃ１－６脂肪族の１つまたは２つのメチレン単位が、任意にかつ独立して、Ｏ、
Ｓ、Ｓ（Ｏ）、Ｓ（Ｏ）２、またはＮ（Ｒ１９）で置き換えられる）；（ＣＨ２）ｓ－６
～１０員アリール；（ＣＨ２）ｔ－３～１０員環状脂肪族；窒素、酸素、及び硫黄から独
立して選択される１～５個のヘテロ原子を有する（ＣＨ２）ｕ－４～１０員複素環、なら
びに窒素、酸素、及び硫黄から独立して選択される１～５個のヘテロ原子を有する（ＣＨ

２）ｐ－５～１０員ヘテロアリールから選択され、前記Ｃ１－６脂肪族、アリール、環状
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脂肪族、複素環、及びヘテロアリールが任意に、１つ以上のＲｋで置換されるが、
但し、式ＩＩＩについて、Ｒ１Ａが水素でないことを条件とし、かつ
但し、式ＩＩについて、Ｒ１Ａ、Ｒ２Ａ、及びＲ３Ａが、各々、水素であり、Ｊが、直接
結合であるとき、前記Ｔが、フェニルまたは３－ピリジンではないことを条件とし、前記
フェニル及び３－ピリジンが任意に、１つ以上のＲｄで置換されるか、
あるいは、Ｒ１Ａ、Ｒ２Ａ、及びＲ３Ａのいずれか２つが、それらが結合する前記炭素原
子と一緒になって、窒素、酸素、及び硫黄から独立して選択される１～５個のヘテロ原子
を有する４～１０員複素環、ならびに３～１０員環状脂肪族から選択される環を形成し、
前記環が任意に、１つ以上のＲｂで置換されるか、
あるいは、Ｒ１Ａ、Ｒ２Ａ、及びＲ３Ａが、それらが結合する前記炭素原子と一緒になっ
て、窒素、酸素、及び硫黄から独立して選択される１～４個のヘテロ原子を有する５～１
０員ヘテロアリール、ならびに６～１０員アリールから選択される環を形成し、前記環が
任意に、１つ以上のＲｂで置換され、
Ｒｂの各出現が、独立して、直鎖もしくは分岐鎖Ｃ１－６脂肪族及びＺ２－Ｒ６から選択
されるか、
あるいは、２つのＲｂが、それらが結合する原子（複数可）と一緒になって、窒素、酸素
、及び硫黄から独立して選択される０～３個のヘテロ原子を有する３～７員飽和、部分不
飽和、または芳香族単環式環から選択される環を形成し、前記環が任意に、１つ以上のＲ
ｃで置換され、
Ｒｃの各出現が、独立して、直鎖もしくは分岐鎖Ｃ１－６脂肪族、ＣＦ３、ＣＦ２Ｈ、Ｃ
Ｈ２Ｆ、ハロゲン、ＯＲ１２、（ＣＨ２）ｖ－Ｃ（Ｏ）Ｒ９、及び（ＣＨ２）ｗ－ＮＲ１

０Ｃ（Ｏ）Ｒ１１から選択され、
Ｚ２の各出現が、独立して、直接結合、Ｃ１－３アルキレン鎖、Ｏ、Ｎ（Ｒ１７）、Ｓ、
Ｓ（Ｏ）、Ｓ（Ｏ）２、Ｃ（Ｏ）、ＣＯ２、Ｃ（Ｏ）ＮＲ１７、Ｎ（Ｒ１７）Ｃ（Ｏ）、
Ｎ（Ｒ１７）ＣＯ２、Ｓ（Ｏ）２ＮＲ１７、Ｎ（Ｒ１７）Ｓ（Ｏ）２、ＯＣ（Ｏ）Ｎ（Ｒ
１７）、Ｎ（Ｒ１７）Ｃ（Ｏ）ＮＲ１７、Ｎ（Ｒ１７）Ｓ（Ｏ）２Ｎ（Ｒ１７）、及びＯ
Ｃ（Ｏ）から選択され、前記アルキレン鎖が任意に、１つ以上のＲｉで置換され、
Ｒｉの各出現が、独立して、ＣＮ、ＣＨ３、ＣＦ３、ＣＨ２Ｆ、ＣＦ２Ｈ、ハロゲン、Ｏ
Ｈ、ＯＣＨ３、ＯＣＦ３、ＯＣＨ２Ｆ、ＯＣＦ２Ｈ、Ｏ（直鎖もしくは分岐鎖Ｃ２－３脂
肪族）、及び直鎖もしくは分岐鎖Ｃ２－３脂肪族から選択され、前記Ｃ２－３脂肪族が任
意に、１つ以上のＦで置換され、
Ｒｋの各出現が、独立して、直鎖もしくは分岐鎖Ｃ１－６脂肪族及びＺ３－Ｒ２３から選
択され、
Ｚ３の各出現が、独立して、直接結合、Ｃ１－３アルキレン鎖、Ｏ、Ｎ（Ｒ２４）、Ｓ、
Ｓ（Ｏ）、Ｓ（Ｏ）２、Ｃ（Ｏ）、ＣＯ２、Ｃ（Ｏ）ＮＲ２４、Ｎ（Ｒ２４）Ｃ（Ｏ）、
Ｎ（Ｒ２４）ＣＯ２、Ｓ（Ｏ）２ＮＲ２４、Ｎ（Ｒ２４）Ｓ（Ｏ）２、ＯＣ（Ｏ）Ｎ（Ｒ
２４）、Ｎ（Ｒ２４）Ｃ（Ｏ）ＮＲ２４、Ｎ（Ｒ２４）Ｓ（Ｏ）２Ｎ（Ｒ２４）、及びＯ
Ｃ（Ｏ）から選択され、前記アルキレン鎖が任意に、１つ以上のＲｎで置換され、
Ｒｎの各出現が、独立して、ＣＮ、ＣＨ３、ＣＦ３、ＣＦ２Ｈ、ＣＨ２Ｆ、ハロゲン、Ｏ
Ｈ、ＯＣＨ３、ＯＣＦ３、ＯＣＨ２Ｆ、ＯＣＦ２Ｈ、Ｏ（直鎖もしくは分岐鎖Ｃ２－３脂
肪族）、及び直鎖もしくは分岐鎖Ｃ２－３脂肪族から選択され、前記Ｃ２－３脂肪族が任
意に、１つ以上のＦで置換され、
Ｒ６の各出現が、独立して、ＣＮ、ハロゲン、ＯＲ７、Ｎ（Ｒ１９）２、直鎖もしくは分
岐鎖Ｃ１－６脂肪族、６～１０員アリール、窒素、酸素、及び硫黄から独立して選択され
る１～５個のヘテロ原子を有する５～１０員ヘテロアリール、窒素、酸素、及び硫黄から
独立して選択される１～５個のヘテロ原子を有する４～１０員複素環、ならびに３～１０
員環状脂肪族から選択され、前記アリール、ヘテロアリール、複素環、及び環状脂肪族が
任意に、１つ以上のＲｃで置換され、
Ｒ７の各出現が、独立して、水素、ＣＦ３、ＣＦ２Ｈ、ＣＨ２Ｆ、直鎖もしくは分岐鎖Ｃ

１－６脂肪族、及び６～１０員アリールから選択され、
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Ｒ９の各出現が、独立して、ＯＨ、Ｏ（直鎖もしくは分岐鎖Ｃ１－６脂肪族）、Ｎ（Ｒ１

５）２、及び直鎖もしくは分岐鎖Ｃ１－６脂肪族から選択され、
Ｒ１０の各出現が、独立して、水素及び直鎖もしくは分岐鎖Ｃ１－６脂肪族から選択され
、
Ｒ１１の各出現が、独立して、ＯＨ、ＯＣ１－６脂肪族、Ｎ（Ｒ１４）２、及びＣ１－６

脂肪族から選択され、
Ｒ１２の各出現が、独立して、水素及び直鎖もしくは分岐鎖Ｃ１－６脂肪族から選択され
、
Ｒ１４の各出現が、独立して、水素及び直鎖もしくは分岐鎖Ｃ１－６脂肪族から選択され
、
Ｒ１５の各出現が、独立して、水素及び直鎖もしくは分岐鎖Ｃ１－６脂肪族から選択され
、
Ｒ１７の各出現が、独立して、水素及び直鎖もしくは分岐鎖Ｃ１－６脂肪族から選択され
、
Ｒ１９の各出現が、独立して、水素及び直鎖もしくは分岐鎖Ｃ１－３脂肪族から選択され
、
Ｒ２３の各出現が、独立して、ＣＮ、ハロゲン、ＯＲ３０、ＳＲ３０、Ｎ（Ｒ２６）２、
及び直鎖もしくは分岐鎖Ｃ１－６脂肪族から選択され、
Ｒ２４の各出現が、水素及び直鎖もしくは分岐鎖Ｃ１－６脂肪族から独立して選択され、
Ｒ２６の各出現が、独立して、水素及び直鎖もしくは分岐鎖Ｃ１－３脂肪族から選択され
、
Ｒ３０の各出現が、独立して、水素、ＣＦ３、ＣＦ２Ｈ、ＣＨ２Ｆ、直鎖もしくは分岐鎖
Ｃ１－６脂肪族、及び６～１０員アリールから選択され、
ｐが、０、１、２、または３であり、
ｓが、０、１、２、または３であり、
ｔが、０、１、２、または３であり、
ｕが、０、１、２、または３であり、
ｖが、０、１、２、または３であり、
ｗが、０、１、２、または３である、前記化合物、またはその薬学的に許容される塩。
（項目３）
Ｒ１Ａ、Ｒ２Ａ、及びＲ３Ａが、各々独立して、水素；直鎖もしくは分岐鎖Ｃ１－６脂肪
族（前記Ｃ１－６脂肪族の１つまたは２つのメチレン単位が、任意にかつ独立して、Ｏで
置き換えられる）から選択されるが、但し、Ｒ１Ａ、Ｒ２Ａ、及びＲ３Ａが、各々、水素
であり、Ｊが、直接結合であるとき、前記Ｔが、フェニルまたは３－ピリジンではないこ
とを条件とし、前記フェニル及び３－ピリジンが任意に、１つ以上のＲｄで置換される、
項目２に記載の式ＩＩの化合物。
（項目４）
Ｒ１Ａが、直鎖もしくは分岐鎖Ｃ１－６脂肪族（Ｃ１－６脂肪族の１つまたは２つのメチ
レン単位が、任意にかつ独立して、Ｏで置き換えられる）及び（ＣＨ２）ｔ－３～７員環
状脂肪族から選択される、項目２に記載の式ＩＩＩの化合物。
（項目５）
　式ＶＩ：
【化１７８】
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の項目１に記載の化合物、または式ＶＩの薬学的に許容される塩。
（項目６）
【化１７９】

が、窒素、酸素、及び硫黄から独立して選択される０～３個のヘテロ原子を有する５員ま
たは６員飽和、部分飽和、単環式環から選択される環である、項目５に記載の化合物。
（項目７）
Ｊが、直接結合、Ｃ１脂肪族、及びＣ２脂肪族から選択され、さらに前記脂肪族が任意に
、１つ以上のＲｊで置換されるか、あるいは
Ｊが、Ｃ１脂肪族及びＣ２脂肪族から選択され、前記脂肪族が、１つ以上のＲｊで置換さ
れ、Ｒｊのうちの１つ及びＲのうちの１つが、それらが結合する前記原子と一緒になって
、３～６員環状脂肪族環を形成するか、あるいは
Ｊが、Ｃ２脂肪族であり、前記脂肪族が、２つ以上のＲｊで置換され、２つのＲｊが、そ
れらが結合する前記原子（複数可）と一緒になって、３～６員環状脂肪族環を形成する、
項目１に記載の化合物。
（項目８）
　項目１に記載の化合物、または式ＸＩＶもしくはＸＶ：

【化１８０】

または式ＸＩＶもしくはＸＶの薬学的に許容される塩。
（項目９）
Ｔが、（ＣＨ２）ｓ－６～１０員アリールであり、前記アリールが任意に、１つ以上のＲ
ｄで置換される、項目１に記載の化合物。
（項目１０）
Ｔが、窒素及び硫黄から独立して選択される１～２個のヘテロ原子を有する５～９員ヘテ
ロアリール環であり、前記環が任意に、１つ以上のＲｄで置換される、項目１に記載の化
合物。
（項目１１）
Ｔが、２個の窒素ヘテロ原子を有する５員ヘテロアリール環であり、前記環が任意に、１
つ以上のＲｄで置換される、項目１０に記載の化合物。
（項目１２）

【化１８１】
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が、
【化１８２】

【化１８３】

から選択される、項目１に記載の化合物。
（項目１３）
　表１の化合物、またはその薬学的に許容される塩。
（項目１４）
　Ｊが、直鎖Ｃ１－６脂肪族であり、Ｊの１～２つのメチレン単位が、任意にかつ独立し
て、Ｏ、Ｓ、またはＮ（Ｒ１３）で置き換えられ、
Ｔが、窒素、酸素、及び硫黄から独立して選択される１～５個のヘテロ原子を有する５～
１０員ヘテロアリールであり、前記アリール及びヘテロアリールが任意に、１つ以上のＲ
ｄで置換され、
Ｒが、水素であり、
ＲＡが、

【化１８４】

であり、
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【化１８５】

が、窒素、酸素、及び硫黄から独立して選択される０～３個のヘテロ原子を有する５員ま
たは６員芳香族単環式環であり、
ｎが、０、１、２、または３であり、
Ｒａが、Ｚ１－Ｒ８であり、
Ｚ１が、直接結合であり、
Ｒ８が、独立して、ハロゲン、Ｒ５、及びＯＲ５から選択され、
Ｗが、ＣＨであり、
Ｒｑが、水素であり、
Ｒ１Ａが、直鎖もしくは分岐鎖Ｃ１－６脂肪族であり、Ｃ１－６脂肪族の１つまたは２つ
のメチレン単位が、任意にかつ独立して、Ｏ、Ｓ、またはＮ（Ｒ１９）で置き換えられ、
前記Ｃ１－６脂肪族が任意に、１つ以上のＲｋで置換され、
Ｒｋの各出現が、独立して、直鎖もしくは分岐鎖Ｃ１－６脂肪族及びＺ３－Ｒ２３から選
択され、
Ｚ３の各出現が、独立して、直接結合及びＣ１－３アルキレン鎖から選択され、
Ｒ２３の各出現が、独立して、ＣＮ、ハロゲン、ＯＲ３０、ＳＲ３０、Ｎ（Ｒ２６）２、
及び直鎖もしくは分岐鎖Ｃ１－６脂肪族から選択される、項目２に記載の式ＩＩＩの化合
物。
（項目１５）

【化１８６】

が、
【化１８７】

であり、
ＲＡが、
【化１８８】

であり、
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Ｒ１Ａが、直鎖もしくは分岐鎖Ｃ１－６脂肪族であり、Ｃ１－６脂肪族の１つまたは２つ
のメチレン単位が、任意にかつ独立して、Ｏ、Ｓ、またはＮＨで置き換えられる、項目１
４に記載の式ＩＩＩの化合物。
（項目１６）
　Ｒ１Ａが、
【化１８９】

から選択される、項目１５に記載の化合物。
（項目１７）
　ＲＡが、

【化１９０】

から選択され、
ＯＲ１Ａが、

【化１９１】

から選択され、

【化１９２】

が、

【化１９３】

から選択される、項目１４に記載の化合物。
（項目１８）
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【化１９４】

【化１９５】

から選択される、項目１７に記載の化合物。
（項目１９）
　項目１～１８のいずれか１項に記載の化合物、またはその薬学的に許容される塩と、薬
学的に許容される担体とを含む、薬学的組成物。
（項目２０）
　別の治療剤をさらに含む、項目１９に記載の薬学的組成物。
（項目２１）
　対象における異常細胞成長を阻害する方法、または過剰増殖性障害を治療もしくは予防
する方法であって、前記対象に、有効量の項目１～１８のいずれか１項に記載の化合物ま
たはその薬学的に許容される塩を投与することを含む、前記方法。
（項目２２）
　対象における癌、炎症性状態、またはＴ細胞媒介性自己免疫疾患を治療もしくは予防す
る方法であって、前記対象に、有効量の項目１～１８のいずれか１項に記載の化合物また
はその薬学的に許容される塩を投与することを含む、前記方法。
（項目２３）
　細胞中のニコチンアミドホスホリボシルトランスフェラーゼ（ＮＡＭＰＴ）を阻害する
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方法であって、前記細胞を、ある量の項目１～１８のいずれか１項に記載の化合物または
その薬学的に許容される塩と接触させることを含む、前記方法。
（項目２４）
　ＮＡＭＰＴ活性によって媒介される疾患に罹患している対象を治療する方法であって、
かかる治療を必要とする前記対象に、有効量の項目１～１８のいずれか１項に記載の化合
物またはその薬学的に許容される塩を投与することを含む、前記方法。
（項目２５）
　対象における疾患の治療または予防用の薬剤の製造のための、項目１～１８のいずれか
１項に記載の化合物またはその薬学的に許容される塩の使用であって、前記状態が、ＮＡ
ＭＰＴ活性によって媒介される、前記使用。


	header
	written-amendment

